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研究成果の概要 

2023年度において実証グループは、未踏物質探査手段として、(1)マルテンサイト・エ技術を用

いた強誘電体薄膜の作製を実施し、多能性中間膜(Hf, Zr)O2を用いたマルテンサイト・エ技術とス

ピンコート法を用いて、ペロブスカイト型強誘電体 Pb(Zr, Ti)O3のエピタキシャル薄膜を作製した。

成膜条件を最適化することにより、スパッタリングやパルスレーザー堆積法(PLD法)で作製した薄

膜では発現しない抵抗スイッチングやメモリスタ特性が現れることを見出した 1)。また、これらの特性

が膜中に含まれる酸素欠損のダイナミクスに基づいたモデルによって説明できることを示した。また

(2)スピネル型鉄酸化物薄膜を PLD法によって作製した後、エピタキシャル薄膜を大気中でアニ

ールすることにより、高品質かつ通常不安定なγ-Fe2O3フェリ磁性絶縁体の薄膜を得ることに成功

し、室温でスピン伝搬を確認した 2)。 

評価・計測グループでは、主に(1)高速・高感度 THz分光イメージングシステムの基盤構築、音

響光学変調器と BoxKerr積分器を用いた新規 THz検出システムを構築し、40MHz高速計測を

達成した 3)。さらに(2)ガーネット単結晶を用いた高帯域 THz分光計測を行い、従来法のＦＴ－ＩＲ

等では十分測定できない 1～6THz領域で光学フォノンモードを明瞭に観測した。理論計算グル

ープでは、多階層連結シミュレーションにより Tiをドープした鉄スピネル系におけるスピン凍結温

度を評価し Ti ドープ量の最適化を行った。転移構造を有する鉄ガーネット系スーパーセルを用い

て傾斜格子歪のモデルを構築した 4)。結晶構造の類似性をマップする次元削減ツールを開発し

た。ガーネット系に対するフォノン計算を実行し、THz実験の赤外活性モードの解釈を行った。

XMCD及び XASの解釈のため、コア正孔を考慮したSCF計算コードの開発を行った。 
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